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   保存版 

こんな稲生
い の う

っ子
こ

になろうね 
 

稲生
い の う

っ子
こ

宣言
せんげん

 

①笑顔
え が お

で自分
じ ぶ ん

からあいさつをします 

②仲
なか

よく遊
あそ

んでいつも元気
げ ん き

でいます 

③仲間
な か ま

とともにしっかり学
まな

びます 

④感
かん

じて考
かんが

えて正
ただ

しい行動
こうどう

をします 

⑤稲生
い の う

を愛
あい

しみんなにやさしくします 

⑥夢
ゆめ

をもちあきらめずにがんばります 

規律
き り つ

 勤勉
きんべん

 正直
しょうじき

 幸
さち

あれ 稲生
い の う

っ子
こ

 
 

 
 

鈴鹿
す ず か

市立
し り つ

稲生
い の う

小学校
しょうがっこう
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１．学校
がっこう

生活
せいかつ

全体
ぜんたい

にかかわって 

① 職員室
しょくいんしつ

に入
はい

るときは、必
かなら

ず職員室
しょくいんしつ

前
まえ

の入口
いりぐち

ではっきりと「失礼
しつれい

します。私
わたし

は○年
ねん

○組
ぐみ

の○○です。（理由
り ゆ う

）のために来
き

ました。」と言
い

って、入
はい

りましょう。会議中
かいぎちゅう

は、

非常時
ひじょうじ

以外
い が い

は入
はい

りません。 

② 用
よう

がないかぎり、他
ほか

の教室
きょうしつ

へは入
はい

りません。 

③ 廊下
ろ う か

・階段
かいだん

は、静
しず

かに右側
みぎがわ

を歩
ある

きましょう。 

  校内
こうない

で走
はし

っていると、物
もの

や人
ひと

にぶつかり、思
おも

いもよらないけがをしてしまいます。

みんなが安全
あんぜん

に生活
せいかつ

するためにも、一人
ひ と り

ひとりが気
き

をつけましょう。 

④ 保健室
ほけんしつ

へ行
い

くときは、先生
せんせい

に伝
つた

えてからいきましょう。 

⑤ 体育館
たいいくかん

を使用
し よ う

するときは、体育館
たいいくかん

シューズをはきましょう。 

・ 学級
がっきゅう

で使用
し よ う

するときは、体育館
たいいくかん

入
い

り口
ぐち

ではきかえ、上靴
うわぐつ

は体育館
たいいくかん

の前
まえ

にある靴箱
くつばこ

 

へしまいましょう。 

・ 集会
しゅうかい

等
など

学年
がくねん

や全校
ぜんこう

で使用
し よ う

する場合
ば あ い

は、教室
きょうしつ

で体育館
たいいくかん

シューズにはきかえて体育
たいいく

 

館
かん

に入
はい

りましょう。 

 

２. 登
とう

下校
げ こ う

と朝
あさ

の過
す

ごし方
かた

について 

① 登
とう

下校
げ こ う

では防犯
ぼうはん

ホイッスルを首
くび

から下
さ

げます。 

（学校
がっこう

についたら首
くび

から外
はず

して通
つう

学
がく

用
よう

カバンにしまいましょう。） 

② 欠席
けっせき

、遅刻
ち こ く

をする時
とき

は登校
とうこう

班
はん

の班長
はんちょう

さんにそのことを伝
つた

えます。また、欠席
けっせき

、遅刻
ち こ く

、

早退
そうたい

等
など

の情報
じょうほう

は、フォームにスマートフォン等
とう

で入 力
にゅうりょく

いただき、当日
とうじつ

の朝
あさ

８時
じ

ま

でに連絡
れんらく

してください。８時
じ

までに入 力
にゅうりょく

できない場合
ば あ い

は、違
ちが

う手段
しゅだん

で知
し

らせてく

ださい。 
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③ 学校
がっこう

には、８：００～８：１０の間
あいだ

につくように登校
とうこう

しましょう。  

④ 登校
とうこう

途中
とちゅう

や登校
とうこう

してから、忘
わす

れ物
もの

を取
と

りに戻
もど

らないようにしましょう。 

⑤ 完全
かんぜん

下校
げ こ う

時刻
じ こ く

は以下
い か

のとおりです。 

月曜
げつよう

 １４：１５ 火
か

・金曜
きんよう

 １５：３０ 水曜
すいよう

 １４：００ 木曜
もくよう

 １５：１０ 

クラブ・委員会
いいんかい

時
じ

は１５：１０です。 

⑥ 登校
とうこう

・下校
げ こ う

時
じ

は、決
き

められた通学
つうがく

路
ろ

を通
とお

りましょう。   

⑦ 朝
あさ

、学校
がっこう

に来
き

たら、通
つう

学
がく

用
よう

カバンを片付け
かたづ   

て予定
よ て い

を書
か

きます。予定
よ て い

を書き終
か  お

わった後
あと

は、自分
じ ぶ ん

の席
せき

で静か
し ず  

に過
す

ごしましょう。 

   

３．服装
ふくそう

・持
も

ち物
もの

について 

（１）平常
へいじょう

時
じ

の服装
ふくそう

・持
も

ち物
もの

について 

① 学習
がくしゅう

に使
つか

いやすい道具
ど う ぐ

を使
つか

います。また、学習
がくしゅう

に必要
ひつよう

のないものは持
も

ってきたり身
み

につけたりしないようにしましょう。 

例
たと

えば、・鉛筆
えんぴつ

の頭
あたま

や鉛筆
えんぴつ

キャップの頭
あたま

に飾
かざ

りや音
おと

が鳴
な

るもの等
など

は持
も

ってこないよう 

にしましょう。 

・学校
がっこう

に持
も

ってくる全
すべ

てのもの（通
つう

学
がく

用
よう

カバン、筆箱
ふでばこ

、ホイッスル等
など

）にキー 

      ホルダー等
など

をつけません。 

② すべての持
も

ち物
もの

には必
かなら

ず名前
な ま え

を書
か

きましょう。 

（うわぐつ、体育館
たいいくかん

シューズは前
まえ

とかかとに名前
な ま え

を書
か

きます。） 

 

（２）体育
たいいく

があるときの服装
ふくそう

・持
も

ち物
もの

について 

① 体操服
たいそうふく

を着
ちゃく

用
よう

しましょう。 

  ※紺
こん

色
いろ

の長袖
ながそで

・紺
こん

色
いろ

の長
なが

ズボン・紺
こん

色
いろ

の半
はん

ズボン（ライン無
な

し）、シャツは白色
しろいろ

を原
げん
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   則
そく

とします。 

② 靴
くつ

は運動
うんどう

靴
ぐつ

等
など

動
うご

きやすいものをはきます。 

③ 赤
あか

白帽
しろぼう

を着用
ちゃくよう

します。 

④ 体育館
たいいくかん

では、体育館
たいいくかん

シューズにはき替
か

えましょう。体育館
たいいくかん

シューズは、白色
しろいろ

のものを

原則
げんそく

とします。 

（くつひもではなく、ひもの部分
ぶ ぶ ん

が三角形
さんかくけい

のゴムになったものを使
つか

いましょう。） 

 ⑤ 水泳
すいえい

時
じ

の服装
ふくそう

は「水泳
すいえい

時
じ

の服装
ふくそう

について」に詳
くわ

しく書
か

いてあります。 

 

（３）身
み

だしなみついて 

① 健康
けんこう

のためパーマや毛染め
け ぞ  

はせず、自然
し ぜ ん

な髪形
かみがた

にしましょう。 

② 引っかかって
ひ      

、けがにつながったり、衛生上
えいせいじょう

の問題
もんだい

があったりするため、ミサンガ、

ピアス、エクステなどの装飾品
そうしょくひん

はつけないようにしましょう。 

③ 校舎内
こうしゃない

では、季節
き せ つ

に合わせた
あ    

動きやすい
うご       

服装
ふくそう

を着ましょう
き     

。教
きょう

室内
しつない

では防寒
ぼうかん

着
ぎ

（ダ

ウンジャケット、ネックウォーマー、手袋類
てぶくろるい

）をぬぎましょう。マフラーを使う
つ か  

場合
ば あ い

は、上着
う わ ぎ

の中
なか

に入れましょう
い      

。耳
みみ

当て
あ  

やフードは使わない
つ か     

ようにしましょう。 

 

 

４．学習
がくしゅう

時
じ

（授 業 中
じゅぎょうちゅう

）について 

① 時間
じ か ん

を意識
い し き

し、チャイムで授業
じゅぎょう

を始
はじ

めます。 

② 授業
じゅぎょう

の終 了
しゅうりょう

チャイムが鳴
な

るまで教室
きょうしつ

（体育館
たいいくかん

・運動場
うんどうしょう

）を出
で

ません。 
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５．休
やす

み時間
じ か ん

について 

（１）遊
あそ

びの三
さん

原則
げんそく

を守
まも

りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）遊具
ゆ う ぐ

の使
つか

い方
かた

について 

① 遊具
ゆ う ぐ

はあぶない使
つか

い方
かた

をしたり、高
たか

いところから飛
と

び降
お

りたりしません。 

② 鬼
おに

ごっこ等
など

で走
はし

り回
まわ

る時
とき

に遊具
ゆ う ぐ

の上
うえ

に上
のぼ

りません。 

遊具
ゆ う ぐ

を使
つか

って鬼
おに

ごっこ等
など

は危
き

険
けん

なのでしません。 

（３）運動場
うんどうじょう

の使
つか

い方
かた

について 

① 階段下
かいだんした

の運動場
うんどうじょう

で遊
あそ

びます。（アスファルトや体育館前
たいいくかんまえ

のじゃりのところではケガ

をするので遊
あそ

びません。） 

② お互
たが

いゆずりあい、楽
たの

しく遊
あそ

べるようにコートや場所
ば し ょ

の取
と

り方
かた

を考
かんが

えましょう。 

③ 遊具
ゆ う ぐ

に向
む

かってボールをけったり、投
な

げたりしません。 

④ 運動場
うんどうじょう

からもどる時
とき

はボールを手
て

にもって戻
もど

りましょう。 

⑤ ボールが外
そと

へ出
で

たり、屋根
や ね

にのったりした時
とき

は必
かなら

ず先生
せんせい

に伝
つた

えましょう。 

（自分
じ ぶ ん

たちで取
と

りに行
い

かないようにしましょう。） 

  ⑥ サッカーゴールやソフトボールコートは、決められた
き

曜日
ようび

・時間
じかん

に使
つか

います。 

⑦ 雨
あめ

の日
ひ

は運動場
うんどうじょう

では遊
あそ

べません。自
じ

分
ぶん

の教室
きょうしつ

でケガがないように安全
あんぜん

に過
す

ごしま

しょう。 

 

・やってるみんなが楽しい
たの    

 

・周り
まわ  

の人
ひと

にいやな思い
おも  

をさせない 

・時間
じ か ん

を守
まも

る 
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６．給 食
きゅうしょく

の時間
じ か ん

について 

① 配
はい

ぜん前
まえ

は必
かなら

ず手
て

洗
あら

いをしましょう。 

 ② 配
はい

ぜん中
ちゅう

は自分
じ ぶ ん

の席
せき

につき静
しず

かに待
ま

ちます。 

 ③ 給 食
きゅうしょく

を残
のこ

すときは先生
せんせい

に相談
そうだん

しましょう。 

 ④ 給 食
きゅうしょく

終 了
しゅうりょう

のチャイムと同時
ど う じ

にワゴンが動
うご

かせるように５分前
ふんまえ

には食
た

べ終
お

わりま

しょう。（１２時
じ

５５分
ふん

、水曜
すいよう

は１２時
じ

４５分
ふん

） 

 ⑤ 片付け
か た づ  

や歯磨き
は み が  

以外
い が い

は立
た

ち歩
ある

いたりせず、自分
じ ぶ ん

の席
せき

で静
しず

かに過
す

ごしましょう。 

   （トイレ等
など

用
よう

があるときは先生
せんせい

に伝
つた

えましょう） 

 

 

 

７．掃除
そ う じ

の時間
じ か ん

について 

 ① 掃除
そ う じ

以外
い が い

の時
とき

でもゴミが落
お

ちていたら、拾
ひろ

うよう心
こころ

がけましょう。 

 ② 掃除
そ う じ

５分
ふん

前
まえ

の放送
ほうそう

を聞
き

いて掃除
そ う じ

場所
ば し ょ

へ行
い

きましょう。 

 ③ 掃除
そ う じ

場所
ば し ょ

についたらすぐに窓
まど

を開
あ

けましょう。 

 ④ 時間
じ か ん

いっぱいまで、もくもく掃除
そ う じ

をしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もくもくそうじ 合
あい

言
こと

葉
ば

「さしすせそ」 

 

さ さいごまで 

し しずかに 

す すみずみまで 

せ せいけつに 

そ そうじする 
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８．校外
こうがい

生活
せいかつ

について 

（１）放課後
ほ う か ご

、休日
きゅうじつ

の学校
がっこう

について 

① トイレは、運動場
うんどうじょう

横
よこ

のトイレを使用
し よ う

します。  

② 下校後
げ こ う ご

も学校
がっこう

の敷地内
しきちない

ではお菓子
か し

やジュースの飲食
いんしょく

はしません。 

(水筒
すいとう

のお茶
ちゃ

は飲
の

んでもいいです。） 

③ 自転車
じてんしゃ

は運動場
うんどうじょう

に乗
の

り入
い

れないで、バックネット裏
うら

に並
なら

べてとめましょう。 

④ 駐 車 場
ちゅうしゃじょう

、アスファルトの上
うえ

ではケガをするので遊
あそ

びません。 

⑤ 用事
よ う じ

があるときはインターホンを押
お

して、職員室
しょくいんしつ

にいる先生
せんせい

に伝
つた

えましょう。 

（許可
き ょ か

無
な

く校舎
こうしゃ

、教室
きょうしつ

に入
はい

りません。） 

⑥ おごりあいはしません。 

⑦ 物
もの

（ゲーム、カード等
など

）は交
こう

換
かん

しません。 

（２）安全
あんぜん

について 

① 外出
がいしゅつ

する時
とき

は、「だれと、どこへ、何
なに

をしに、いつ帰
かえ

るか」を家
いえ

の人
ひと

に言
い

ってから、

ホイッスルを持
も

って出
で

かけましょう。 

  ・暗
くら

くなるまでに家
いえ

に帰
かえ

り着
つ

きましょう。 

  （４月
がつ

～１０月
がつ

は５：３０頃
ごろ

、１１月
がつ

～３月
がつ

は５：００頃
ごろ

） 

② 交通
こうつう

ル－ルを守
まも

り、事故
じ こ

に遭
あ

わないようにします。 

・ 道路
ど う ろ

への飛
と

び出
だ

しや自転車
じてんしゃ

の危
あぶ

ない乗
の

り方
かた

をしません。 

・ 自転車
じてんしゃ

に乗
の

るときは、必
かなら

ずヘルメットをかぶります。 

③ 学校
がっこう

と同
おな

じように遊
あそ

びの三
さん

原則
げんそく

を守
まも

り、危険
き け ん

な遊
あそ

びはしません。 

（エアガンは使いません、火遊
ひ あ そ

びはしません、道路
ど う ろ

では遊
あそ

びません）  
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④ 約束
やくそく

を守
まも

ってお店
みせ

を利用
り よ う

します。 

・ 用事
よ う じ

がある場合
ば あ い

だけ、お店
みせ

に行
い

きます。 

・ 子
こ

どもだけで校区
こ う く

外
がい

へは、行
い

きません。 

・ 子
こ

どもだけで大型店
おおがたてん

（F☆マート、ウエルシア、スギ薬局
やっきょく

等
など

）やコンビニには行
い

き

ません。 

・ ゲームセンター、ゲームコーナー、ボ－リング場
じょう

、映画館
えいがかん

、 カラオケボックス等
など

 

は子
こ

どもだけでは出入
で い

りしません。 

⑤ 子
こ

どもだけで危険
き け ん

な場所
ば し ょ

へ行
い

きません。 

（川
かわ

、池
いけ

は行
い

きません。線路
せ ん ろ

では遊
あそび

びません。） 

⑥ 知
し

らない人
ひと

からの誘
さそ

いにはのりません。    

『いかのおすし』をしっかり守
まも

りましょう。 

いかない   のらない   おおごえをだす   すぐにげる   しらせる 

⑦ 不審者
ふしんしゃ

による被害
ひ が い

が発生
はっせい

した時
とき

は、すぐにお家
うち

の人
ひと

に話
はなし

をして、 

１警察
けいさつ

、２学校
がっこう

へ連絡
れんらく

をしてもらいます。 

南部
な ん ぶ

交番
こうばん

  ：０５９－３６８－０１１０ 

鈴鹿
す ず か

警察
けいさつ

署
しょ

 ：０５９－３８０－０１１０ 

三重県
み え け ん

警察
けいさつ

本部
ほ ん ぶ

：１１０ 

稲生
い の う

小学校
しょうがっこう

 ：０５９－３８６－０３０７ 

 

 

９．携帯
けいたい

電話
で ん わ

・スマートフォンやインターネットの使
つか

い方
かた

について 

 ① 家
いえ

の人
ひと

と相談
そうだん

しながら、ルールを決
き

めて使
つか

います。 

 ② 相手
あ い て

をきずつけるような言葉
こ と ば

を使
つか

いません。 
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 ③ 相手
あ い て

や自分
じ ぶ ん

の情報
じょうほう

がわかるようなことをのせないように気
き

を付
つ

けます。 

 ④ スマートフォンやインターネットの中
なか

でも、お金
かね

やもののやりとりをしないように

します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

子
こ

ども達
たち

が気
き

持
も

ちよく毎日
まいにち

の生
せい

活
かつ

を送
おく

れるよう、お子
こ

さんの生活
せいかつ

に十分
じゅうぶん

注意
ちゅうい

して

いただきますようお願
ねが

いいたします。家庭
か て い

と学校
がっこう

で共通
きょうつう

した言葉掛
こ と ば が

けができるよ

うに、お子
こ

さんと一
いっ

緒
しょ

に読
よ

んで確
かく

認
にん

してください。特
とく

に、「校外
こうがい

生活
せいかつ

のやくそく」に

ついては生命
せいめい

にかかわりますので、毅
き

然
ぜん

とした態
たい

度
ど

で対
たい

応
おう

をお願
ねが

いいたします。

ご協 力
きょうりょく

をよろしくお願
ねが

いいたします。 

保護者
ほ ご し ゃ

の皆様
みなさま

へ 


